
                  

◎
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」 

 
 

２
類
か
ら
５
類
へ
移
行 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
去
る
５

月
８
日
か
ら
緩
和
さ
れ
、
人
々
の
行

動
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
型
連
休
も
終
わ
り
、
終
息
し
た

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
全
く

無
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
高
齢
者

は
こ
れ
か
ら
も
気
を
付
け
て
行
動
し

た
い
も
の
で
す
。
一
方
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
以
降
、
物
価
高
が
続
き
我
々

の
生
活
に
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

一
日
も
早
い
解
決
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

◎
支
部
の
総
会
報
告 

去
る
４
月
２
０
日
に
平
成
５
年
度

の
支
部
総
会
を
開
催
、
令
和
５
年
度

の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
可
決

と
な
り
ま
し
た
。 

尚
、
役
員
は
次
の
通
り 

□
支
部
長 

 

白
井 

與
士
則 

□
副
支
部
長 

川
尻 

耕
生 

□
副
支
部
長 

西
澤 

幸
夫 

□
会
計 

 
 

高
島 

成
弘 

□
監
事 

 
 

清
水 

良
秋 

 
 

 
 

 
 

柴
嵜 

久
子 

□
Ｈ
Ｐ
担
当 

湯
浅 

清
明 

 

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

        ◎
支
部
活
動
予
定 

 

・
記
念
講
演
会
の
様
子
で
す
。 

         

◇
第
４
５
期
生
学
生
募
集
案
内 

・
期
間
：
６
月
１
日
～
７
月
３
１
日 

・
高
島
支
部
要
項
配
布 

６
月
３
日
（
土
）
午
後
二
時
～ 

至
：
今
津
平
和
堂 

６
月
１
０
日
（
土
） 

〃 

至
：
安
曇
川
平
和
堂 

☞

募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布 

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

日
時
：
６
月
２
９
日
午
前
９
時
～ 

 

場
所
：
今
津
総
合
運
動
公
園 

 

締
切
：
６
月
１
９
日
（
月
）
ま
で 

◇
び
わ
湖
一
斉
清
掃
活
動 

 

日
時
：
９
月
２
２
日
午
前
８
時
～ 

 

場
所
：
萩
の
浜
（
北
浜
周
辺
） 

◎
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
本
部

の
定
期
総
会
の
報
告 

・
日
時
：
５
月
１
７
日
（
水
） 

午
後
１
時
３
０
分
か
ら 

・
場
所
：
草
津
校
大
教
室
に
て 

開
催
さ
れ
、
第1

号
～
第5

号
議
案

迄
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

❖
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
と
は 

先
日
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
現
代
」
キ
ャ
ス
タ
ー
の
国
谷
裕

子
さ
ん
も
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 

 

第９４号 令和５年５月３１日     
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
お
話
し
で
し
た
。

そ
の
中
で
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
の
で
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
と
は
、

食
料
を
輸
入
し
て
い
る
国
に
お
い
て
、

も
し
そ
の
輸
入
食
糧
を
生
産
す
る
と

し
た
ら
、
ど
の
程
度
の
水
が
必
要
か

を
推
測
し
た
も
の
で
す
。
１
㎏
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
す
る
に
は
、
灌

漑
用
水
と
し
て
、
１
，
８
０
０
㍑
の

水
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
牛
は
こ
う

し
た
穀
物
を
大
量
に
消
費
し
な
が
ら

育
つ
た
め
、
牛
肉
１
㎏
を
生
産
す
る

に
は
、
そ
の
約
２
０
，
０
０
０
倍
も

の
水
が
必
要
で
す
。
日
本
は
海
外
か

ら
食
料
を
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
生
産
に
必
要
な
分
だ
け
自
国
の

水
を
使
わ
な
い
で
済
ん
で
い
る
の
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
食
料
輸
入
は
、

形
を
変
え
て
水
を
輸
入
し
て
い
る
こ

と
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
４
０
％
程
度
で
す
か
ら
、

日
本
と
無
関
係
で
は
な
い
の
で
す
。

２
０
０
５
年
に
お
い
て
、
海
外
か
ら

日
本
に
輸
入
さ
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ 

オ
ー
タ
ー
量
は
、
約
８
０
０
億
立
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
食

料
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
国
内
で
使
用
さ
れ
る
年
間
水
使

用
量
と
同
程
度
で
す
。 

 

こ
れ
ほ
ど
の
大
切
な
水
を
使
用
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
食

品
ロ
ス
は
相
変
わ
ら
ず
へ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
大
変
豊
か
で

幸
せ
で
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
し
か

り
、
食
品
ロ
ス
等
世
界
の
中
の
日
本

を
常
に
意
識
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。 

 

〔
西
澤
幸
夫
氏 
投
稿
〕 

□
担
当
地
区
役
員
さ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
す 

 
 

今
津 

 

川
尻 

耕
生
氏 

 
 

朽
木 

 

鎌
田 

一
彦
氏 

 
 

新
旭 

 

大
石 

幸
夫
氏 

新
旭 

 

桒
原 

善
一
氏 

新
旭 

 

森 
 

幸
夫
氏 

安
曇
川 

土
井 

修
次
氏 

高
島 

 

三
矢 

善
治
氏 

高
島 

 

高
島 

成
弘
氏 

 

   
編
集
後
記 

 

・
四
季
の
言
葉 

 

新
樹
（
し
ん
し
ゅ
）
は
、
初
夏
の
新

緑
の
こ
と
で
す
。「
若
楓
」
や
「
楢
の

広
葉
」
の
「
う
す
も
え
ぎ
」
の
若
葉

が
、
卯
月
の
光
に
輝
き
ま
す
。
も
え

ぎ
色
は
、
萌
え
出
た
ば
か
り
の
ネ
ギ

の
色
の
意
味
で
、
青
と
黄
の
間
の
色

で
す
。
最
近
よ
く
、
青
紅
葉
と
書
か

れ
て
い
る
の
を
見
ま
す
が
、
紅
葉
は

あ
く
ま
で
、
晩
秋
に
、
木
の
葉
が
黄

色
や
赤
い
色
に
変
わ
る
こ
と
で
、
新

緑
は
示
し
ま
せ
ん
。「
夏
木
立
」
は
「
日

に
添
ひ
て
」
緑
色
を
深
め
て
い
き
ま

す
。 

 
 

春
、
真
っ
最
中
‼ 

◎
「
高
島
通
信
」
原
稿
募
集
中
！ 

 

会
員
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
郵
送⇨

宮
野
４
０
９ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６-

１
０
８
１ 

原
稿
白
井
送
付
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
n

ig
h

ts
.te

m
p
la

r3
5

3
1

@
g
m

e
il.c

o
m
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